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1　はじめに

　ホソドテン（Mα7彦65解θ勉〃ψ螂耀伽辮鋼のは本州・四国・九州の森林に分布し，その

亜種ツシマテン（M．彿．’ε％θπ5∫3）が対馬に，コウライキチン（M．彫，60プ8θ漉∫）が朝鮮

半島中部（WON，1961）に知られている。北海道，カムチャッカ，満洲，中国，シベリアか

ら北ヨーロヅパまで広い分布域をもつクロテン（M．Z伽”勿のにもつとも近縁とされる

（ルカーシキン，1939）。食肉目イタチ科（Mus之eridae）に属する中型の哺乳類であり，森

林生態系の食物連鎖の申で，特にわが国では，その最：終段階を占める動物群の一つとして，

生態系の維持に重要な役割を擾っているものと考えられている。しかしながら意外なこと

に，ホンドテンの食性に関してのまとまった研究はきわめて少なく，大津（1972）による山

形県越後山系山麓で冬期（12月～2月）に捕殺されたホンドテン51頭の胃内容物を調査した

研究，白附（ま972）が大阪府和泉山地で年間を通じて採集したホンドテンの糞92ケの内容物

を調査した研究のほかには無いといってよい。ツシマテンの食性に関しては，年聞を通じて

要旨は日本　甫乳動物学会1976年度総会（1976年5月，東京）にて講演。
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採集された226ケ日糞の内容物を調査した朝日・奥浜（1971）の研究があるにすぎないし，

コウライキチンについては，その分布域すら明らかでない（WON，1961）。

　食物の具体的な内容は，地域により，また同一地域においても季節的，年次的に変化する

ことが当然予想されるから，食性の解明のためには膨大な資料の集積が必要である。また，

それ無くしては，動物種の生活の最も基本的な事項においての認識と，生態系の中における

位置づけができない。

　著者等は木曽駒ケ岳を中心とする木曽山脈（中央アルプス）一帯に生息する哺乳動物を多

：角的に研究し，それらの生活や形態学的諸特徴を記載するとともに，山地生態系の中で彼等

が担っている役割，更には山地生態系の機能全体の解明にまで進みたいと考えている。そう

した計画の一つとして，先に木曽駒ケ岳東斜面における小哺乳類の垂直分布，カラマツ人工

林の林齢と小哺乳類の種構成との関係，同一林分内における小哺乳類の生息状況などについ

て報告した（鈴木・宮尾ほか，1975）。平骨ではそれに待つづき，特に小哺乳類の捕食者と

して重要な役割をもっていると予想されるホンドテンの食性を，糞の内容物を調べることに

よって，一部明らかにできたので報告する。本報では木曽駒ケ岳東斜面低山帯上部（海抜

1，200～1，600m）における秋季と冬季の食性について論ずることができるだけであるが，春

季および夏季の食性，食性と生息地の海抜高度や櫨生｝こよる差異ならびに年次的変動に関し

ては，近い将来の課題としたい。

　本稿を革するに当って，種々御配慮を賜わり，なお御校閲を戴いた信州大学農学蔀草地学

研究室関川堅助教授に深く感謝する。また，種々御教示下さった農学部氏原暉男，森本尚

武両学兄，調査に御協力頂いた大学院学生塩原俊昭，草地学専攻学生鎌田文男，加藤明夫，

理学部生物学科学生子安和弘の諸君に謝意を表する。なお調査中貴重な気象観測資料を御提

供下さった農学部附属演習林ならびに砂防工学研究室の方々にも厚く御礼申し．ヒげる次第で

ある。

H　調査地と調査：方法

　木曽山脈の主峰，木曽駒ケ岳（海抜2，956m）の束斜面，小黒川の流域，伊那市小黒日向

地籍に信州大学農学部附属西駒演習林がある。面積251haを占め，南は将棋頭三角点（海抜

2，736m）をふくむ権現ヅルネで宮田国有林に，西はムナツキ八丁の尾根で奈良井国有林に接

する。東と北は伊那市伊那財産区有林になる。小黒川は伊那小屋（持駒山荘）の直下，天山

水に発し，まないたぐら沢，つばめ沢，おおせり沢を入れ，内ノ萱（海抜900～950m）部落をす

ぎ雪平に至って伊那盆地に現われる天竜川の一支流である。山腹の傾斜はときに50度に及び

きわめて急峻である（鈴木・宮尾，1975参照）。この地域は，明治以来概iね20年毎に利用択伐

を受け，大正15年頃まで続けられ，丸太の搬出は木馬一土修羅であったらしく，突落しの

あとが凶漢化した場合も見受けられる（大倉，1957）。伐採は海抜2，300m附近にまで及んだ。

その後昭和27年4月から5年にわたって更にその跡地の伐採が行なわれ，16年生以上の立木

が伐採されたというから，したがって現在は胸高直径10cm程度の林木を中心とした二次林

になっている。樹種はシラカバ，ミズナラ，カツラ，ブナ，コメツガなど，きわめて多様で

ある（：大倉，1957参照）。しかしこれに隣接する伊那財産区：有林は，水源酒養保安林に指定
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調査コース

天然林｛

入工林

蹴⑯麗⑭

　　　　　　　　A
　　　　　　　　B
　　　　　　　　C
　　　　　　　　D
資料は長野県細務部1970年の調査をもとに王975年賦調

査時に現地踏査のうえ補正

團　広葉樹三
囲　針口混交林

囮　ヒノキ
［コ　カラマツ

画　アカマツ

幼齢林（1－10年生）
若餐冷林　（11－15年召三）

壮齢林（16年生以上）

伐開地

されている場所も多いが，大面積皆伐が行なわれて大部分がカラマツ幼若齢ならびに壮齢植

林地，一部ヒノキ・アカマツ植林地になっており，山腹の崩壊も著しく，またカラマツの生

育のう窪くいっていない場所もある。カラマツ植林地は海抜1，950m辺りの稜線にまで及ん

でいる。人家集落は小黒川に沿って海抜950mまで上っており（内ノ萱），水田の上限は海抜

970m，畑地の上限は海抜990mとなっていた（1976年日月現在）。なお海抜1，230m地点（桂

小場）に演習林宿舎が，海抜1，300m地点に長野県上伊那農業高等学校演習林マ着旧が設けら

れている。

　海抜1，230m地点（桂小場）で気象観測が信州大学差無学部附属西駒演習林によって行なわ

れているが，その資料の一部を第1貫目示した。1975年8月下旬から1976年2月下旬までの

期聞の旬日平均最高気温は7月下旬の24．0℃，平均最低気渥は2月中旬の一10．6℃であっ

た。降水量の旬日合計の最大は8月下旬の229mm，最小は1月中旬および下旬の0．5m瓢で

あった。著者等は1975年8月下旬から1976年2月下旬にわたってつばめ沢合流点（海抜1，

200m）からまないたぐら沢合流点（海抜1，609m）に至る小黒川に沿って開かれた西駒演習

林の経路を中心に，ホンドテンの糞の採集を行なった。すなわち1975年8月から1976年2月

までほぼ毎月1回入山し，毎回同一コースを歩いて糞の調査を行なった（第1図）。糞が排

泄されてから分解消失するまでの日数は季節によってかなり異なるであろうがこの点につい

ての具体的な資料はもっていない。しかし上述の採集方法をとったから，各回に集められた

糞は少なくとも前回の採集以降，当回調査日までの間に排泄されたものと考えて大きな誤り

はないであろう。ただし，激しい降雨がその聞にあれば流出・分解してしまうものがある筈

で，また降雪があれば，前日までのものは雪の下に埋まって採集できなくなる。したがって

各回に採集された糞の数から，テンの活動状態を推論することはできない。ホンドテンの糞

は場合によっては2～3ケの糞塊をなすが，1回忌排泄によると思われたものはそれらを1

ケの糞と見倣して扱った。

　落葉は，この地域では10月に入ってから始まるので，8月下旬から9月下旬を初秋，10月

中旬には果実類が熟し，12月上旬まではそれらが残存しているので10月下句から12月上旬を

晩秋，匂撮の平均気濃が氷点下に下るのは12月中旬以後であったから（第1表）1月と2月

は冬期として区分できよう。
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第2表　調査期と採集された糞数

調　　　　査　　　　期 採集された糞数　　田田小計　　糞　　数　　計

1975年8月28～2g日

　　　9月27～30日

10月28～31日

12月2～5日

1976年1月8～11日

　　　2月25～28日

農
）
9

　
8
〔
」
1
2
5
2
0

　
2

95

76

22

193

　6回にわたった調査期間とその闇に採集された糞の数は第2表に示したが，採集された糞

の数が少ないため，上記の区分に従って8月と9月，10月と12月，1月と2月に採集された

糞をそれぞれ一括して，以下の考察の対象とした。

　採集された糞は番号を附して研究室に持ち帰った。室内で乾燥させたのち，糞はシャーレ

ーの中で水に浸漬してときほぐし，実体顕微鏡あるいは光学顕微鏡を用いて内容物を同定し

た。糞内容物の同定にあたっては，前もって調査地域内の動櫨物の骨格，毛，果実類などの

標本を作製しておき，比較対照した。ここでは内容物の定量的分析は困難であったので，各

食物種の糞中における出現頻度をみるだけの定性的分析の段階にとどまった。

孤【　　糸吉果および興言義

1　植物種の大別

　内容物を調査できたのは，8月および9月の95ケ，10月および！2月の76ケ，1月および2

月の22ケ，合計193ケの糞についてである。

　糞の内容物からみた食物の種類を，動物性のものと植物性のものに大別し，それらが認め

られた糞の数と，調査された馬糞数に対するそれぞれの割譲を第3表に示した。

　まず，調査された全部の糞を一括してみると，動物性の食物のみが認められたのは20ケ

（20／193）にすぎなかった。また，植物性食物のみが認められたのは57ケ（57／193）であ

第3表食物種の大別とその出現．頻度

調査期　　　　8・9月 10・12月　　　1・2月
ユ
菖
皿

調査糞数 95 76 22 193

冊子の構成

動物性食：物のみ

植物性食物のみ
動物性・植物｛生
両食：物を含むもの

　不　　　明

出現頻度　％　　出現頻度　％　　出現頻度　％ 出現頻度　％

－
占
◎
》
2
q
δ

　
2
ρ
◎

1．1

30，5

65．3

2．1

Q
ソ
【
0
0
9
臼

　
9
創
4

1！．8

32．9

52，6

2．6

0
3
7
2

1 45．5

13．6

31。8

9．1

20

57

109

　7

10。4

29．5

56、4

3．6
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る。したがって，動物性および植物性の食物を双方ともに含んでいた糞の数が圧倒的に多

く，109ケ（109／193）であった。なお，食物の種類を判定できな：かったものが7ケ（7／

193）あった。

　これからみるのに，同一種の食物だけで胃を充たすということが少なく，短時闇に多様な

ものを摂食：する性質がホンドテンにはありそうである。この点については更に詳・述するが，

山形県において陶の内容物から食性を検討した大津（1972）も，1頭のホンドテンが，異な

った食物を摂i食していたものが9個体で，全体の18％（9／51）であったと述べている。イイ

ズナ（Mz45～ラψθzα　22ゴηζz麗5），オコジョ（M㍑3∫6彪8甥z碗θの（DAY，1968），イタチ（M％5彦♂α

磁癖加彦5り（大津，1971）など，小型のイタチ科動物では，同時に2種類以上の食物を摂

食していることは稀であるとされるが，この点で，ホンドテンの摂食習性が，これらとは異

なり，興味深いことである。体の大きさが，彼等より著しく大きいことにも関係があるかも

しれない（後述）。

　次に上述の点を季節を追ってみると，動物性食物のみを含んでいた糞の数は，8・9月に

1．1％にすぎなかったのに対して，10・12月には11．8％に増加し，1・2月には45．5％に達

する。一方，植物性食物のみを含んでいた糞の数は8・9月に30．5％，10・12月に32．9％と

殆んど変らないが，1・2月には13．6％に減ずる。これによって，冬黍に動物性食物の比重

が高くなることが示される。大阪府和泉山地においては，動物食だけに頼るのは冬も終りに

近づき，いよいよ食物となる植物が不足した時だけで，それも3月の！ケ月だけであったと

いう（白附，1972）。このように，ホンドテンの食性は雑食性であるが，冬季にはより肉食

性に傾くといってよいであろう（第2図）。

液果’核薯キ　　256

哺乳類 @／纐

昆虫類

8・9月

⑫爾棲類

㌧魚類 液果・核果　163

哺乳類

昆虫類

10・12月

←∫一 ｹ類

＼
両棲類

策2図　糞内容物からみたホソドテソの食物の季節的変化

　　　　中心の数俘：は食物の種類別頻度総数

2　動物性食物の内容

　動物性食物を，綱（Class）段階で整理すると第4表の如くになり，食物の種類は哺乳類

から腹足類までの7綱にまたがっている。

　このうち腹足類（カタツムリの1種）は，1・2月の冬季に1ケの糞中に出現したにすぎ

ない。甲殻類（サワガニ，Po如ηzoπ4θんααπのも1・2月目冬季に1ケの野中に出現した

だけであった。また魚類も8・9月に2ケの糞中に出現しただけで，頻度は低い。小黒川本
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第4表綱（Class）段階で整理した動物性食物の繊現頻度・
　　　植物性食物（液果・核果）の出現頻度もともに示した

調　　査　　期 8・9月 10・12月 1・2月 i曇
μ

調査回数 95 76 22 193

哺
鳥
下
魚
昆
曝
露

忌

門

虫
公
論

類
類
類
獲

　
　
　
百
ハ

類　
　
　
　
　
　
．
属
貝

　
　
　
来
大

　
　
　
　
　
　
来
大

Q
ゾ
7
7
2
7
0
0

2
　
　
　
　
4

7
8
1
∩
V
3
0
0

3
　
　
　
　2

Q
り
9
一
〇
合
v
4
1
1

1

4
7
只
）
9
日
4
1
1

8
1
　
　
　
7

液果・核果 94 65 12 171

不 明 3 2 2 7

この表は調査糞数を季節毎にひとまとめにして計算したものである。

流の海抜1，3001nより上流域には魚類は全く生、寝、していない。伊勢湾台風の際の出水（1959

年9月）により流失して以来，砂防堰堤にさえぎられて回復しないようである。海抜！，100～

1，300分野の本流にはイワナ（8α動6z繍31．μ％漉5）が生息しており，海抜1，100mより下

流域ではイワナとアマゴ（0駕。ゆ勿％c伽s7．∫．魏αc705’α％％∫）が混生，更に海抜約900m

より下流ではアマゴと放流のニジマス（Sα伽。＆f魏46瑚にf℃る。支流のつばめ沢に

は魚類をみない。これも森林伐採後の出水による流失後，回復しないものらしい。おおせり

沢には源流附近までイワナがいる（氏原暉男氏の御教示による）。今回，ホンドテンの糞中

にみられた魚類の骨（椎骨）は，イワナ豪たはアマゴのものと考えられた。

　このように，本調査地域においては，腹足類，甲穀類，魚類は偶然的に摂食されるにすぎ

ないとみてよい（第2図）。

　鳥類・両棲類も全体としてはその出現率が10％以下で，ホンドテンの主要食物ということ

はできないであろう。動物性食物のうちの補助的な食物種といえよう。鳥類については種名

を同定できた例はなかった。爾棲類ではヤマアカガエル（Rα槻。㍑磁麗漉グ紛とヒキガエ

ル（β％∫bろ銘∫b／b襯osκs）が言忍められたが，後者は1例だけで，好まれないように思う。

　山形県越後山系，海抜200～700mの山麓音［1で冬期（12月～2月）に捕殺されたホンドテン

の胃内容物を調査した結果では（大津，1972），両棲類，魚類，甲殻類，腹足類はみられて

いない。しかし，鳥類は51頭中15頭（29。4％）の四脚に出現し，その内訳はヤマドリ13，ツ

グミ1，ホオジロ2で，哺乳類とともに，鳥類が主要食物になっている。一方，同一地域，

同一黍節のイタチの胃内には魚類，両棲類（カエル），サワガニもみられ，ホソドテンとは

食物の種類がかなり異なるという（大津，1971）。大阪府和泉山地（海抜700mくらいまで）

におけるホンドテンの糞の内容物の調査では，5・6月中サワガニが認められている（白

附，1972）。ツシマテソの糞中にも，春から夏にはツシマアカガエル，クモ類，モクズガニ，

カタヅムリ類，ムカデなどが出現しているが，出現頻度はいずれも10％以下，魚類は稀のよ

うである。鳥類も220ケの糞中10ケに禺現しているだけであるという（朝日・奥浜，1971）。
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　今回調査された糞の中で，出現頻度の最も高かったのは哺乳類で，総数193ケの糞のうち

84ケは哺乳類を含んでいた（84／193）。昆虫類を含むものが74ケ（74／193）あり，結局，こ

の2つの綱が，動物性食：物の主要部を占めているといってよいであろう（第2図）。もちろ

ん，出現頻度だけを問題にすると，大型の食物種については，その重要性を過小評価し，小

型の食物種については，それを過大素謡する危険性が高いことは，十分念頭に入れておく必

要がある。特にホンドテソのように，多種類の食物を同時に摂食している場会には，撚現頻

度だけで評価すると，大きな誤りをおかす恐れがある（DAY，1968）。

3　主要動物性食物：哺乳類・昆虫

　第4表から明らかなように，上述の危険性を考慮しても，動物性食物として主要な動物群

は哺乳類と昆虫類である。

　　a）　　員電撃し業頁

　哺乳類は8・9月に29／92，エ0・12月に37／74の糞に出現しているが，1・2月にはそれが

18／20と急増し，特に冬季の食物源としてその重要度がきわめて高いことが示された（第4

表，第2図）。

　哺乳類の中ではノウサギ（L8勿5ろプα6んツ％耀3）とネズミ類が圧倒的に多く，前者が52／84，

後者が28／84の糞に出現した。ネズミ類の残渣としては毛が殆んどを占めており，歯が残さ

れている場合がハタネズミ（M此ro伽3解0窺86θZ♂のとやチネズミ（α6餉ガ0η0規ッ3α2Z48プ50一

ηのの各1例がみられただけであるため，種の岡定は困難であった。

　このほかには食虫類が8ケ，カモシカカ駿ケの糞中に出現したにすぎない（第5表）。食

虫類ではヒミズ（ひ70認6伽ε渉α砂。ゴ483）と思われるものが多いがヒメヒミズ（Dッ〃380040π

ρ漉プ05認5）が混じているかもしれない。しかし，毛だけからでは同定がむつかしい。調査

地域では海抜1，300m辺りを境に，それより上部にはヒメヒミズ，下部にはヒミズが生趨、し

ている（鈴木・宮尾ほか，！975）ので，双方とも捕食されている可能性は商い。トガリネズ

ミ（80プ躍）は2例（9月）だけがみられた。1・2月の冬季には食虫類の比率が高まるの

かもしれない。

　この他の例として，ツシマテンでコウベモグうおよびヒミズを食べているのが1例ずつみ

られているが（朝日・奥浜，197！），大津（1972）および白附（1972）の報告には食虫類は

出現していない。ソ連のクロテン（Mαプ’65　2葱ろ8zzゴ72α）では，しばしば食物とされるものの

中にshrew（トガリネズミ科）があげられ，イシテソ（Mαプ‘85∫わ痂α）も時としてshrew

およびrnole（モグラ科）を食べるという（NovIKov，1962）。カナダのMα7’63汐θπηα励

ではshrewを13％も捕食している（BANFIELD，1974）。イイズナ（M銘3塀αη勿α傭）やオ

コジョ（M％5渉θ彪6r珈πθα）はトガリネズミ類に関心を示さず，生息密度が高いにもかかわ

らず，食物としては殆んど利用されないという（DAY，1968；ERLING，1975）これは恐ら

くトガリネズミ類の分泌する物質をきらうためであるらしい（ERLING，1975）。他に利用で

きる食物が少ない時に，捕食の対象とされるのではないだろうか。山形県におけるイタチの

食物の中にも食虫類は出てこない（大津，197！）。

　ニホンカモシカ（C妙プッ60舩36廊卿56プッ∫勿のはその毛塊が1ケの畠中（2月）にみ

られただけである。ホンドテンがニホンカモシカを攻撃して捕食したとは考えにくく，これ
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第5表　捕食された哺乳類　目（Order）段i；皆での繊現頻度

調　　査　　期

調査画数
8・9月
29

10・12月

　37

1・2月
18

雪

48

食　　虫　　類

ノ　ウ　サ　ギ

ネ　ズ　ミ　類

カ　モ　　シ　　カ

－
ρ
h
）
O
D
O

　
1
1

り
0
7
ρ
0
0

　
2

4
Q
）
9
1

8
ウ
細
8
1

　
【
0
9
翻

この表は調査語数を季節毎にひとまとめにして計算したものである。

は例らかの原因で死亡したカモシカの死体から腐肉を食べたものであろうと思われる。山中

で発見されたカモシカの死体が，ホンドテソによって食害されていた例は，北アルプス槍沢で

1例，申央アルプス北端の塩尻市西条で！例をみている（宮尾，1976）。カナダのMαπ65

α彫8プ∫0απαもシカやエルク（盈♂6θ5）の腐肉を食べることが知られており，Mαプ≠θ3ρ6朋αη廊

では食物の中では腐肉が重要な部分を占めていて，シカ類，ムース（∠4♂085　αZo8ε），カリブ

ー（Rαπ9蜘παプαπ幽3），ビーバー類などを食べ，更に仔ジカを襲って殺した記録もある

という（BANFIELD，1974）。テン類としては大型種であるシベリアのキエリテン（M曜’θ5

伽面g％伽傭γプ珈のは小型有蹄類を主食とし，たとえばジャコウジカ（Mo56肱5翅05砺一

ノ診剛の，マンシュウジカ（C6r膨5匁ψρoπ彫αηo勧7ゴ6％3），エルクCく4な63α彫8擁。伽鰐），

ワピチ（C6ブ脇3），レージカ（％ρ一義）の幼獣を襲い，またゴーラル（Nθ彫。擁αθ4鋸

goプαのやイノシシの幼獣，時にはクμテンやタヌキなどの食肉類をも捕食するといい，植

物性食物はあまり利用しない（NOvIKOv，1962；STRoGANOv，1969）。　BROMLEI（1953）に

よれば，年間を通じて，食物の50％は小型の有蹄類，30％が大型櫻歯類（ムササビ，ウサギ

など）で，ネズミ類はわずかに5％にすぎず，それも非積雪期に捕食しているだけであると

いう（STRoGANov，1969）。有蹄類は秋と春の仔連れの時期に襲われることが多く，それら

にしのび寄り，または凍結した油点に追い立てて殺す（NOVIKov，1962）。ホンドテンもニ

ホンカモシカ幼獣の捕食者となっている場合も考えられるが，著者等はまだそうした事例を

知らない。

　ホンドテンの食物としての哺乳類の中で，主要な部分を占めるのは，ノウサギとネズミ類

で，その他は補足的な食物種とみておいてよいであろう。

　ノウサギは哺乳類の出現する糞のうち，8・9月には16ケ（！6／29），10・12月には27ケ

（27／37），1・2月には9ケ（9／18）に出現しており，10・12月に出現率は高いが，ほぼ一

定の割合で，変りなく捕食されているようである。この点で，ノウサギはこの地域における

ホンドテンの最：も基本的な食物源であるといってよい。

　ネズミ類は同様にして8・9月に！3ケ（13／29），10・12月に6ケ（6／37），1・2月に9

ケ（9／18），となる。10・！2月目出現率が低いが，その代りにノウサギの頻度が高くなって

いる（第5表）。

　山形県越後山系における冬期のホンドテンの胃内容物分析では（大津，1972），ノウサギ

とヤマドリが主要食物となっており，ネズミ類（ヤチネズミ）はきわめて少ない。この点，

本報の結果とかなり異なる。
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　ソ連のクロテンではネズミ類が夏・冬を通じて基本的な食物になっているし，マツテン

（Mα吻3〃Zα吻のでも同様であるが，特に非積雪期の食物として最も重要だとされている

（NovIKov，1962；STRoGANov，1969）。カナダのMαr’63α物8ガ。απαにおいてもネズミ

類が最：も主要な食物源で，ウサギ類がそれに次いでいる（BANF1£LD，1974）。スコットラン

ド高地のマツテンでは年間を通じて，ネズミ類と小鳥が主要食物をなし，ネズミ類ではハタ

ネズミの1種（伍6ブ。彦％∫αgrθ3’ε3）が90％までを占め乳頭ではカラ類（tits），　ミソサザイ

（wrens），キバシリ（treecreepers）が主になるとされ、る（LocKIE，1961；SouTHERN，

1964引用）。スウェーデンのマツテンでは冬にリスとネズミ類が基本的な食物となるが，両

者の割合は年によって著しく異なるという（HOGLuND，1960；SoumERN，1964引用）。

　　b）昆虫類

　昆虫類は調査された全糞数（193ヶ）のうち74ケの糞中に食物残渣として出現している

（第4表，第2越i）。8・9月には47／95，10・12月には23／76であるが，1・2月には4／22

に激減し，食物源としてはその重要性を失なう。この時期に哺乳類を含んだ糞が著しく多く

なるのは興味深い。後述する槌物性食物も三・2月には激減する。

　昆虫類のうちでは鞘翅団昆虫の頻度が高く，クワガタムシ類，コガネムシ類成虫の翅鞘，

口器などがみられた。膜翅目と直翅閤昆虫の出現頻度はほぼ同一で，前者ではアリとハチ類

であった（第6表）。

第6表　捕食された昆虫類　目（Order）段階での出現頻度

調　　査　　期　　　　　8・9月 10・12月　　　　　1。2月 計

調査糞数 47 23 4 74

目
目
目
明
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この表は調査呼数を季節毎にひとまとめにして計算したものである。

　長野県筑摩山地（宮尾・柘櫃，1974），新潟県奥清津川漢谷（宮尾・西沢・宮田，1975）に

おいても，ホンドテンの最中にゴミムシ類を主とする昆虫が多く含まれているのをみてい

る。大津（1972）による山形県の調査では，胃中に昆虫をみなかったと報告されているが，

これは調査期が12～2月であったことに原因があると思われる。大阪府和泉山地での糞の調

査では，夏には昆虫が多くみられ，カワゲラ，トビケラ，オサムシが多かったという（白

附，1972）。ツシマテソにおいても錦川での昆虫の出現率は高く，カマキリの卵嚢，コメツ

キムシ科の幼虫などもみられているが，ほとんどは成虫で，鞘翅目が多く，次いで颪翅閣で

あるとされており（朝日・奥浜，！97！），弘報の結果と似ているといえよう。ソ連のクロテン，

マツテン，イシテン（Mαプ’8∫ノb磁）などでも毘虫類を捕食しているが，日中での鐵現頻

度はそれほど高くない（Nov王Kov，1962）。シベリアのマツテソは蜂蜜を好み，野生ミツバ

チの巣を積極的にさがし（STRoGANov，1969），また，その巣をみつけると，長い聞そのそ

ばに住みつくことがあるといわれる（シニトニコフ，1959）。カナダのM認83α辮8痂伽α
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では，昆虫類は通常，食物内容の5％程度を占めるにすぎないという（BANFIELD，1974）。

4　植物性食物：液果・核果

．植物性食物としては，双子葉植物綱キンポウゲ目，バラ目，クぴウメモドキ目，側膜胎座

目，傘形花目，カキノキ同，アカネ園の7目（Order）にわたる植物の果実が糞中にみられ

た。これらはいずれも液果（bucca）または核果（drupe）として分類されるもので（牧野，

1966），それらの種子ならびに果皮が残流として出現していた。

　　これら果実類は，8・9月には全糞数の94／95に，10・12月には65／76にみられ，殆んど

すべての糞に出現しているから，ホンドテンの食物として，きわめて大きな比重を占めてい

るといってよいであろう。しかし，1・2月にはそれが12／22に滅じ，繊現頻度の第1位は

哺乳類に代った（第4表，第2図）。

　果実類のうち，最：も出現頻度の高いのは，側膜胎座目のサルナシ（、4c伽翅ααプ8撹α）と

ミヤママタタビ（ノ乳0廊ηゴ4ゴα　々oZO駕ぜん’6Z）の液果で，全期間を通じて植物性食物の第1位を

占めていた（第7表）。傘形花目のウド（ルα伽ωプ4碗α）とタラノキ（ルα伽θZののの

液果は8・9月に多く食べられているが，10・12月には少なく，1・2月には全く出現しな

かった。これに代ってキンポウゲ目のアケビ（・4んθろぎα9卿伽）（ミツ・くアケビ孟．癖∫び

プ彪魏も含む）の液果が多くなる。アカネ目のオオカメノキ（四一プ鰍〃3．海プ。α’襯）の核

果は8・9月に比較的多く食べられていた。バラ臼ではウワミズザクラ（P剛朋59プαツ磁）

とキイチゴ類（Rzめ％5）の核果が8・9月にみられた。調査地域に自生するキイチゴ類とし

て，大倉（1957）はニガイチゴ，クマイチゴ，ベニバナイチゴ，エゾイチゴ，ミヤマウラジ

ロイチゴの5種をあげているが，著者等はこのほかに，クロイチゴ，エビガライチゴ，ナワ

シロイチゴの分布を確認している。種子だけからは種名を同定するに至らなかったので，こ

れらキイチゴ類の核果を，どのような割合で食べているかについては，わかっていないが，

クサイチゴ類（。F観g副のも食べている可能性がある。

第7表　植物性食物の出現頻度

調　　　査　　　期

調　査　　糞　数

8・9月　　10・12月

94　　　　　　65

1・2月
12

計

171
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この表は調査糞数を季節毎にひとまとめにして計算したものである。
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　クロウメモドキ目のヤマブドウ（V魏3σoピg％θ痴α8）の1蜜友果は10・12月に食べられているが，

頻度はそれほど商くない。カキノキ目のカキ（Dゴ。功ッro3々盈のの液男ミは！0・12月と1・2

月に糞中にみられた。植物性食物のなくなる1・2月に好食されるようであって，カキの種

子を含む糞は，海抜1，100～1，350㎜の地域で採集された。ところで，この地域における人家

集落は，『内の萱』が最高所で海抜950mまでであり，耕地も海抜990mで終っている。カキ

は人家周辺にみられるだけであったから，海抜950m以下の集落まで，ホンドテンの採食活

動の範畷に入っていることが明らかで，これがカキの熟す季節に限られるか，四季を通じて

のものかは，今のところ不明である。山三部集落周辺のカキは品種が悪く，特に最近はあま

り収穫されずに残されているところが多いので，ホンドテンの食物源としては好都合であろ

う。松本市郊外（海抜850m）においても12月には部落周辺のカキの木の下に，カキの種子

を含むホンドテンの糞が大量にみられた（宮尾・柘植，1974）。象た山形県越後山系におい

ても冬期にカキを食：ぺていることが大津（1972）によって報告されている。積雪中に落果し

埋もれているものもホンドテンによって摂食されていることがしばしば観察されるという

（大津，1972）。ツシマテンでも糞中にカキの種子がみられている（朝臼・．奥浜，1971）。

　サルナシ・ミヤママタタビ（ノ40’21π∫6zゴα）がホンドテンの糞中にしばしば出現することは

大津（1972），宮尾・西沢・宮田（1975）の報告にもみられる。ウスリー地方のクロテンも

ミヤママタタビ，ヤマブドウ類を好んで食べるという（ルカーシキン，1939）。アケビ・イ

チゴ類の果実がその季節に多く食べられる傾向は白附（1972）の報告にもみられる。

　果実類が動物性食物とともに，きわめて多く食べられていることは，テン属に広く共通し

ている。すなわち，ソ連のクロテンはナナカマド（50プ伽の，スノキ類（％o鋤珈彿）など

を，マツテ．ンはナナカマド，イチイ（Tα¢πの，バライチゴ（R％6π∫），ヤブイチゴ（R励πの，

サクランボ類（P7観％3）などを食べ（NovlKov，1962；STRoGANov，1969），またカナダ

のテンM．即πθ痒侃παはオランダイチゴ（Fγα9副α），　コケモモ類（％00伽劾吻），キイ

チゴ類（R％ろ麗3）などを夏の闇食べ，時には食物の17％までを占めるという（BANFIELD，

1974）。

　言言の調査地域には，秋季にミズナラ，クリ，ブナ，ハシバミなどの堅果が稔るが，それ

らを食べている証拠をみなかったが，ソ連のクロテンはヒマラヤスギ類（Cθ4駕のの振子

（堅果，一cedar　nuts，　carpet　cedar職ts）をイチゴ類の核果以上に食べているという

（NOVIKov，1962）。ネズミ類とともに冬季の主食になっている場合もあり，この2種類の

食物が少ない年には，飢えたクロテンは活動範囲が大きく，捕獲されやすくなって，個体数

の減少に雑陣をかけることになる（ナウモフ，1967）。満洲のクロテンも，秋季には痘毒を

も嫌わないという（ルカーシキン，1939）。一方ッシマテンは，エノキ，ムクノキなどの核

果も食べ，またツバキの花も食べている（朝日・奥浜，！971）。

5　食物種の組み附せ

　1ケの糞の中に，動物性と植物性食物の双方が出現する場合が多く，それらが単独に出現

する場合は少ないことを先にのべた（第3表）。ここではこの点をさらに詳細に検討する。各

食物種を，目（Order）段階で整理し，1ケの糞の中に何種類の食物が出現するかをOrder

別にみると第8表のようになり，それらがどのような組合せで糞中に出現するかを第9～第
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第8表糞中に含まれる食物の種類（目）と糞数

調　査　期

種類数　構成
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不明置数　㈹ 3 3．6 2 2，6 2 9．1 7 3．6

調査糞数総計（B） 95 76 22 193

ΣC 256 163 42 461

　ΣC／B－A
（平均食物種類数）

256／92

　（2．8）

163／74

（2．2）

42／20

（2．1）

461／186

　（2．5）

Z：動物性食物　　P：植物性食物　　C：種類・頻度積



第9表　糞中に出現する食物の種類数（Order段階）とその組合せ（8・9月）

1種類

種類

翼
伽
露
恥
ぬ

計

回数

0
1
1
1
1

1

14

2種類

組合せ

Pa÷Um
Pa÷Rn
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Pa十Av
Pa十Ro
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I）a十Co

Pa÷Or

Um十Ro

Um十Am
Um十Co
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Um十Rn
Rs十王s

価数

9
5
2
3
2
1
1
1
2
1
1
1
1
1

31

3 種　　類

組合せ 勢浜

4 種 類

Pa十Um十Rn
Pa十u灘十La
　　　　　
Pa十Um十Ro
Pa十Um十Av
Pa十U皿十Co
　　　　　へ

Pa十Um十〇r
　　　　　
Pa十Um十H三
　　　　　
Pa十Um十IS
Pa十Rs一トIS

Pa十Rs十La
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4
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3

3

合計

95

表中の略号は下記の食物種子を表す（動・植物別アルファベット願）
Eb　：カキノキ翼（カキノキ）
Rn：キンポウゲ目（アケビ）
Um：傘形花罠（ウド・タラノキ）

Pa
Rs

Am三無尾冒（ヤマアカガエル・ヒキガエル）
Co　：鞘　翅　目
H二：膜　翅　目
しa：兎形臼（ノウサギ）
Ro：鶴歯目（ネズミ類）

：側膜胎座目（サルナシ・ミヤママタタビ）
：バラ旨（キイチゴ類・ウワミズザクラ）

Ar：偶蹄頃（カモシカ）
Cr：甲殻類（サワガニ）
In：食虫扇（ヒミズ・トガジネズミ）
Or：直　翅　目

Rh：クロウメモドキ目（ヤマブドウ）
Ru：アカネ目（オオカメノキ）
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11表に示した。ただし鳥類は綱（Class）段階で一括してある。

　　a）　初秋：8・9月（第9表）

　最高7種類の食物を含むもの窪でがみられたが，2種類の場合が最も多く，31例（32．6

％），　1種類だけの場合は14ケ（14．7％）の糞にみられ，そのうち10例は側膜胎座目：Pa

（サルナシ・ミヤママタタビ）の液果のみを含んでいた。2種類の食物を含んでいる場合，

その組含せは側膜胎座目と傘形花目：Um（ウド・タラノキ）の液果が9例で最も多く，次

いで側膜胎座爵とキンポウゲ隅：Rn（アケど）の液果が5例あった。それ以外には雑多な組

合せとなるが，側膜胎座目の液果と結びついている場合が多い。

　3種類の食物から成る場合，その組含せはきわめて多様で，特定の組合せといったものが

ない。しかし，r側膜胎座目十傘形花目町その他」という組合せが多く，前2種が基本的な

食物であることがわかる。4種類が組み合されている場合についても同様である。5種類以

上の食物が組合されている場合は少ないが，この蒔にも「側膜胎座目十傘形花臼」という形

が基本になっている。

　このように1糞申に含まれる食物の種類数は1～7種類と変異に富んではいるが5種類以

上のものは例数が少なくなり平均種類数は2．8である。従って糞中の食物の種類数は比較的

少ないとみてよいであろう。

　結局，その組合わせは脳膜四座目（サルナシ・ミヤママタタビ）と傘形花目（ウド・タラ

ノキ）の液果を基本食物として，それに附加される形で，その他の動物性・植物i生食物が摂

食されているといえるだろう。

　　b）　晩秋：10・12月（第10表）

　最高5種類の食物を含むものまでがみられたが，2種類の場合が最も多く25例（32．9％），

平均2．2種類となり，8・9月よりやや種類数は減じている。

　1種類だけの場合22例（28．9％），側膜胎座目：Pa（サルナシ・ミヤママタタビ）のみが

最も多く，次いでノウサギ：La（兎形目）のみのものである。8・9月に比較するとノウサ

ギの頻度が高くなっている。

　2種類の食物が出現する場含，その組合せを特定なものとして類別することはできない

が，「側膜胎座目引キンポウゲ目：Rn（アケビ）」および「側膜胎座目下昆虫：Isjの頻度が

高く，側膜胎座目を基本として，それに附加される形が圧倒的に多い。またノ．ウサギと果実

類の組合せも多い。

　3種類の食物から成る場合，その組合せはきわめて多様であるが，「側膜胎座口琴キンポ

ウゲ目凹その他」，ならびに「側膜胎座目十ノウサギ十その他」の形が多く，8・9月の傘

形花目：Umの地位をキンポウゲ目（アケビ）とノウサギが占めている。4種類の食物から

成る場合も，側膜胎座目とキンポウゲ目を中心に構成されている。

　結局，10・12月には，1糞中に平均2．2種類の食物がみられた。側膜胎座目（サルナシ・

ミヤママタタビ）の液果が最も主要な食物であることは8・9月と同じであるが，これにキ

ンポウゲ目（アケビ）とノウサギが組み合わされる頻度が高く，10・12月の食物は，この3

種類を申心に，その他の食物が附加されて組立てられていた。

　　c）　冬期：1・2月（第11表）

　最高4種類までがみられたが，1種類の場合が最も多く9例（40．9％），平均2．1種類とな
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第10表　糞申に繊現する食物の種類数（Order段階）とその組合せ（10・12月）

1種類

種類

毘
肱
㎞
助
㎞

計

例数

－
r
ひ
0
δ
9
臼
1

1

22

2　種　類

組合せ

Pa十Um
Pa十Rn

Pa十Rs

Ra十Rh

Pa十Ro

Pa十Co

Pa十Hi

Rh十Ro

La十Pa

La十Rh

La十Rn
影a十鷺b

La十Av
In十Av

聡慧

2
4
1
1
2
4
2
1
3
1
1
1
1
1

25

3　　種　　手

組　合　せ

Pa十Uln十La

Pa十Um十Am
Pa十Rn十La

Pa÷Rn÷Co

Pa十Rn十Rh

Pa十La十Av

Pa十La十ln

Pa十La十〇r

Pa÷La一←Hi

Pa十鮎a十Rh

Pa十Av十Co

Pa十Rh十Ro
Rn十L段十Hi

Rn十Rs十Co

La十〇r十Co

例数

1
王
2
2
1
1
1
1
2
1
1
1
1
1
1

18

4 種　　三

組　合　せ

｝）a十Rn÷La十Av

Pa十Rn十La十Co

Pa十Rn十Ro十Hi

Pa十Rn十Av十〇r

Pa十Ru十Ro十Co

Pa十Ra十〇r十Co

Pa十Um十Av十Co

Pa÷Rh十In十Av

例数

1
1
1
1
1
1
1
1
8

5　種　類

組合せ

Pa十Um十
La→一〇r十Is

例数

1

1
爾
塵
　2

1 2

合計

76

第11表　門中に出現する食物の種類数（Order段階）とその組合せ（1・2月）

1種類

種　類

2　種　類

a
O
b
a

監
R
E
P 膏

闘

例数i 組　合　せ

4
9
α
9
郁
－

9

La十Ro
王n十Hi

法数

9
研
－

3

3 種 謬冴ソ

組合せ
Eb十In十Is

Eb十In十Ro

Cr十In十Am

Pa率Ro十Ga

Rn十Hi十Av

例数

1
1
1
1
1

5

4　　種 類

組　禽　せ

Pa＋Rh＋La＋Ro

Pa十Rh十La十Av
Pa十Ro十Ar十〇r

例数

1
1
1
3

不　明

王数

2

2

合計

22

第12表　木曽駒ケ二二斜面低山帯上部のイタチとキツネの糞内容物

キツネ

イ　タチ

1調査　期 睡数

12月～2月

2月

4

6

・ウサ判

3

6

ネズミ類

1

1＊＊＊

蝕釧サ・レナ・

2＊

0

1

1

カ キ

0

1

その他

0

1＊＊

　＊

＊＊

＊＊＊

ヒミズ（砂。師。勉5孟αzρof4θ5）

シュルツエマダニ（㍑04θ5ρ8プ∫z‘♂σα蝕∫），♀成体1頭

ヒメネズミ（助04θ2πκ∫αブ9θ7z彦θ㍑∫）とハタネズミ（磁Cプ伽57π0π彦θろθ躍）各1頭分の骨
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り，食物の種類は単純になっている。

　1種類のみから成る場合，それがノウサギ：Laであることが最も多く，8・9月および

10・12月にそれが側旨意二目：Pa（サルナシ・マタタビ）の液果であったのと異なる。

　2種類で構成されている場合は3例しかみられなかったが，そのうち2例は「ノウサギ十

ネズミ類：Ro」であった。3種類で構成されている場合が5例あったが，その組合せはすべ

て異なる。しかし，カキ：Ebと食虫類：Inが基本になっている傾向はある。4種類から成

る場合も3例だけであるが，側膜胎座目，クロウメモドキ目＝Rh（ヤマブドウ），ノウサギ

が中心になるようである。

　1・2月には採集された糞数が少ないので，はっきりした食物構成の傾向を読みとること

はむずかしい。しかし8・9月およびエ0・12月の側膜胎座目（サルナシ・ミヤママタタビ）

を中心とする食物構成とは異なり，ノウサギ，カキが中心的な食物になっていることがうか

がわれた。

6　キツネおよびイタチの食性とホンドテンの食性との関係

　本調査地域には，ホソドテンのほかに，嗣所性の捕食者としてキツネ（V厩ρ6∫秘吻θ5

ブ妙。沈のとイタチ（Mz45’θzα　ぎ渉αz∫ゴ　f’α’5ゴ）カミ生息している。もちろん，その間に微妙な

すみわけが行なわれていることは想像されるが，これら3種の糞は同一林分内においても混

在している。今回の調査期間中に，キツネの糞4ケ，イタチの糞6ケが採集されたが，ホン

ドテンのそれに比較して，数はきわめて少なく，しかも冬期に限られていた。それらの内容

物を調査すると第12表のようであった。

　キジネ，イタチともにノウサギを多く捕食していることがわかるが，上述のように，この

時期にはホソヂテンも，ノウサギを捕食する割合が高い。

　これら3種は，体の大きさに著しい差異があり，最も好適な食：物種にも差異があるのでは

ないかと考えられ，したがって，それによって3種の同所性が保障されているのにちがいな

い。北アメリカにおいては，捕食者の体の大きさと，食餌動物の体の大きさこの間に，高い

相関関係があるといわれる（ROsENzwE王G，1966）。本調査地域において，3種の捕食者が，

その食物をどのように配分しているかについては多大の興昧がもたれるが，ここではそれを

論ずるに足る資料がない。今後の重要な課題としたい。

亘V　要 約

　木曽山脈の主峰，木曽駒ケ岳東斜面低山帯上部（海抜1，200～1，600m）において，1975年

8月末より1976年2月末にわたって，ホンドテン（Mαr’83膨♂㈱勿5一口〃zρ％5）の糞193

ケを採集し，その内容物を調査した。

　1）動物性および植物性の食物を双方ともに含んでいる糞が圧倒的に多く，ホンドテンが

雑食性であることを示していた。動物1生食物のみを含んでいる糞は冬季（1・2月）に増加

し，冬季にはより肉食性に傾く。

　2）動物性食物としては，7綱にまたがる動物種がみられたが，そのうち主要なものは哺

乳類と昆虫類であった。哺乳類としてはノウサギとネズミ類が主で，特にノウサギはホンド
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テソの動物性食物の基本をなしているといってよい。食虫類は冬季に比較的多く出現した。

ニホンカモシカの毛塊がみられた1例もある。

　昆虫類では鞘翅目が多いが，もちろん冬季には主要食物の地位を急なう。

　3）植物性食物としては，双子葉櫨物綱の7目にわたる植物の液果または核果が食べられ

ていた。最も多食されていたのは側膜胎座目のサルナシ・ミヤママタタビの液果である。果

実類は8月から12月までに採集された糞では，その85～99％のものに含まれていたが，冬季

（1・2月）には繊現頻度は滅じ，出現頻度の第1位は哺乳類にとって代る。人里のカキの

液果も摂食されていた。

　4）　1ケの糞の中に出現する食物の種類数は，目（Order）段階でまとめてみると1～7

種類と変異はあるが，5腫類以上のものは例数が少なくなり，平均2．5種類で，8・9月に

平均2．8種類である。したがって糞申の食物の種類数は比較的少ないとみられる。また10・

12月は1～5種類で平均2．2種類，1・2月は1～4種類で平均2．1種類であった。

　8・9月には側膜胎座目（サルナシ・ミヤママタタビ）と傘形花目（ウド・タラノキ）の

液果を基本食物とし，それに附加される形で，その他の動植物性食物が摂食されていた。

　10・12月には側膜胎座目，キンポウゲ目（アケビ）の液果とノウサギが組み合されている

場合が多かった。1・2月にはノウサギが中心的な食物となっていた。

　5）本調査地域に，ホンドテンと同所性の捕食者として生息しているキツネおよびイタチ

との間で，食物の選択性をどのようにちがえているかに多大の興味がもたれるが，この点に

ついては将来の課題としたい。
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              Studies on Mammals of the Mt. Kiso-Komagatake,

                            Central Japan Alps.

   Ⅱ. Food habit of the Japanese Marten in Autumn and Winter in

       Upper Part of Low Mountainous Zone on Eastern Slope of the

       Kiso-Komagatake, with Special Reference to the Scat Analysis.

          Shigetada SUZUKI, Takeo MIYAO, Toshiaki NISHIZAWA,

                  Yoshiharu SHIDA and Yasushi TAKADA〓

     }.aboratory of Grassland Science, Fac. Agric. , Shinshu Univ. 1), Dept. Anatomy,

     School of Medicine, Shinshu Univ.2), Dept. Forestry, Fac. Agric., Shinshu

     Univ.3), Dept. Biology, Fac. Science, Shinshu Univ.4)

                                Silmmary

   The distribution of small mammals on the eastern slope of the Me. Kiso-

Komagatake, the peak of the Japanese Central Alps was described in the previous

report (Suzuki, Miyao et al, 1975).

   In the present paper, the authors made clear the food habit of the Japanese

rr}arteRs (Martes melamPus nielamPus) in the upper part of low mountainous zone

(1,200-1,600m above the sea level) on the easeern slope of the Mt. Kiso-Korna-

gatake.

   From late August 1975 to late February 1976, total 193 scat samples were

collected in the area and their content were analyzed.

   As to the flora in the area, afforestation of Larix kaemPferi is predominating,

and secondary ferests containing Quercus crisPura, Betula Platyphylla, Fagus cre-

nata, CercidiPhyllum 1'aPonicum and Tsuga diversifolia are scattered here and there.

   The results of scat analysis are as follows;

    1) Scats contaiRiRg both animal and vegetable foods were predominant, in-

dicating the omnivorous habit of the Japanese marten. Those exclusively containing

animal foods increased in winter (January to February), thus suggesting their

stronger tendency towards flesh-eating in the cold season.

   2) Kinds of animals eaten by the Japanese marten covered seven ciasses, and

among them insects and small mammals were mainly eaten. Mammals eaten

with the higkest predilection were LePus brachyurus and murinae rodents, and

especially the former may become the basal animal foods for the Japanese marten.

Insectivora in scats were found more frequently in winter. A mass of hairs of
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the Japanese serow (CaPricornis crisPus crisPus) was found in one scat. In insects,

Coleoptera was frequently eaten but they entirely disappear in winter season.

    3) As to the vegetable foods, buccas and drupes from plaBts of seven orders

of class Dicotyledoneae were found and buccas from Actinidia arguta and A. holomileta

of order Parietales were. mainly eaten, Scats contained 85-99% of fruks collected

from August to December, however, its percentage decreased and the frequency

of the small mammals increased in winter season (January to February). Besides

Parietales, buccas and drupes of Aleebia quinata, Rubus, Vitis coignetiae, Viburzanum

jurcatum, Diospyros feaki, Aralis cordata A. elata were also eaten.

   4) The mean number of different order of foods found in one scat was 2.5 for

the total period of investigation, 2.8 for August to September, 2.2 for October

to December and 2.1 for January to February.

   In August te September, buccas of Actinidia arguta, A. holomileta and Afeebia

quinata were more frequently eaten in combination with Lepus brachyurus.

   In January to February, LePus brachyurus was the major food.

   5) It arouses great interest to know what difference may exist in the food

selection among the Japanese marten, Martes melamPus melamPbls, the Japanese

red fox, Vtzlpes vuipes 1'aPonica aRd the Japanese weasel, Mustela itatsi itatsi,

which live sympatrically in the same area. This problem will be studied in the

near future,
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